
 
 

各学年の行事の様子を紹介します。 

 １年生遠足（伊豆・修善寺サイクルスポーツセンター）  
６月 20 日（火）、１年生は伊豆･修善寺サイクルスポーツセンターへ行って 

きました。梅雨の晴れ間のさわやかな天候の中、午前中はカレーライス作り、 
午後はいろいろな自転車のアトラクションを満喫しました。 
カレーライス作りは、薪になかなか火がつかず苦労していましたが、班で協 

力しておいしいカレーライスを作ることができました。火起こしから後片付け 
まで２時間半ほどで終わり、残り時間はアトラクションでたっぷり遊ぶことが 
できました。 
 

 ２年生遠足（鎌倉方面）  

 ６月 19 日（月）、天気は快晴。梅雨時期なのに良い天気なのは普段の行いが 

良かったからでしょうか？全ての班が時間に遅れずに班ごとに集合、出発し鎌 

倉遠足に出かけました。 

鶴岡八幡宮の太鼓橋前での各班の通過チェックでは、小集団での行動に時間 
がかかり予定より遅れる班もたくさんありましたが、どの班もなんとか全員で 

行程表通りに自主見学を行うことができました。小田原駅での帰着チェックも 
全ての班がクリアし、無事に遠足を終えることができました。 
来年は、京都・奈良への修学旅行です。今回の出来事をいかして一生の良き 

思い出にしてくれることを学年職員一同で願っています。 
 

 ３年生修学旅行（京都・奈良方面）  
今年度の３年生は小学校の修学旅行が新型コロナウイルス感染症の影響で中止になったため、初めて

の修学旅行となりました。出発前から生徒たちの修学旅行に寄せる思いがひしひしと伝わってきました。

自分たちの手で修学旅行を成功させようと企画準備の段階からとっても頑張っていたと思います。旅行

中は時間をしっかり守って行動できたことがとてもよかったと思います。旅行後の生徒たちの反省アン

ケートでは、「修学旅行の目標『最高の仲間と最高の瞬間を！』・学年年間目標『協力』が達成できた

か」について 95％以上の生徒が「目標が達成できた」と答えました。旅行が終わって、集団としてさら

に成長し大人に近づいたかなと感じています。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

  

  

  

 

  校訓 
   「覇気と感動」「自治の精神」 

令和５年度 第３号 

令和 5 年７月 14 日（金） 

小田原市立城山中学校 

校長 市川 嘉裕 

学校教育目標  日々の生活の中で校訓：「覇気と感動」「自治の精神」を体現する生徒の育成 



第１回学校運営協議会 

を開催しました。 
６月９日（金）に学校運営協議会を開催しました。授業の 

様子を参観していただいた他、雨の時に水没してしまう１階 

渡り廊下や、定期試験中にサイレンが響き渡り緊急車両が押 

し寄せるきっかけとなった火災報知器（雨漏りによる誤作動 

でした）、雨漏りの修理中の様子など、施設状況も見ていた 

だきました。 

その後、様々な城山中学校の課題や学校運営等について意 

見が交わされました。 

 

 
 
 

 
 

 部活動壮行会＆地区中学校総合体育大会途中経過  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６月 30 日（金）に生徒会主催の部活動壮行会が行われました。各部が夏の大会に向けて抱負

を語りました。７月２日（日）から各競技で熱戦が繰り広げられています。 
＜７月９日までの途中経過＞ 

サッカー部 地区大会２勝し県西大会出場決定 

軟式野球部 地区大会２勝し県西大会出場決定 

男子ソフトテニス部 
個人戦 半山･笠利ペア､荒井･菅原ペア 県西大会出場決定 
団体戦 県西大会出場決定 

女子ソフトテニス部 個人戦 染野･生沼ペア 県西大会出場決定 

男子バスケットボール部 県西大会出場決定 

女子バスケットボール部 地区大会敗退 

女子バドミントン部、陸上競技部、パラスポーツ（５組が参加）、吹奏楽部の西湘吹奏楽コ
ンクールは今後予定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜令和５年度学校運営協議会委員＞ 
連合自治会長 栗田 康宏 様 
       加藤 芳永 様 
       渡辺 光男 様 
       堀内 貞治 様 
       青木  功 様 
学識経験者  鈴木あさみ 様 
       鈴木 悌介 様 
ＰＴＡ会長   高橋 剛司 様 

ＰＴＡ経験者 小澤 澄生 様 
ＰＴＡ経験者 清家 秀子 様 
三の丸小校長 中畑 幹雄 様 
片浦小 校長 石井美佐子 様 
城山中 校長 市川 嘉裕 
    教頭 松澤 文恵 
    教務 椎橋 泰之 

＊学校運営協議会（コミュニティ・スクール）は、保護者や地域が 

学校の様々な課題解決のために参画し、それぞれの立場で主体的 

に子供たちの成長を支えていくための仕組みです。 


